
福岡県 全国 ｼｪｱ(%) 順位

農林水産業

(米・麦・大豆) 小麦作付面積 14,800ha 211,900ha 7.0 2 2018年
作物統計
（農林水産省）

・１位　北海道(121,400ha）　３位　佐賀県（10,100ha）
・主な産地　柳川市、久留米市、筑前町

（野菜・果物） いちごの販売単価 1,443円/kg 1,260円/kg － 1 2017年 福岡県園芸振興課調べ

・全国単価は主産県9県の平均
・出荷量、販売金額は栃木県に次いで全国２位
・あまおうは平成14年から作付開始
・主な産地 八女市、久留米市、広川町

いちご作付面積 455ha 5,280ha 8.6 2 2017年
野菜生産出荷統計
(農林水産省）

・１位　栃木県(554ha）　３位　熊本県（316ha）
・主な産地　八女市、久留米市、広川町

みずな作付面積 216ha 2,460ha 8.8 2 2017年
野菜生産出荷統計
(農林水産省）

・１位　茨城県(894ha）　３位　埼玉県（158ha）
・主な産地　久留米市、小郡市、朝倉市

しゅんぎく作付面積 156ha 1,930ha 8.1 3 2017年
野菜生産出荷統計
(農林水産省）

・１位　大阪府(196ha）　２位　千葉県（180ha）
・主な産地　福岡市、久留米市、北九州市

セルリー作付面積 48ha 580ha 8.3 3 2017年
野菜生産出荷統計
(農林水産省）

・１位　長野県(249ha）　２位　静岡県（100ha）
・主な産地　みやま市

こまつな作付面積 548ha 7,010ha 7.8 3 2017年
野菜生産出荷統計
(農林水産省）

・１位　埼玉県（859ha）　２位　茨城県（840ha）
・主な産地　久留米市、福岡市

甘柿の栽培面積 963ha 6,302ha 15.3 2 2015年
特産果樹生産動態等調査
（農林水産省）

・１位　奈良県(1,170ha）　３位　岐阜県（708ha）
・主な産地 うきは市、朝倉市、久留米市

いちじく栽培面積 111ha 985ha 11.3 2 2015年
特産果樹生産動態等調査
(農林水産省）

・１位　愛知県(116ha）　３位　和歌山県（99ha）
・主な産地　行橋市、朝倉市、久留米市

キウイフルーツ栽培面積 295ha 2,100ha 14.0 2 2017年
耕地及び作付面積統計
(農林水産省）

・１位　愛媛県(406ha）　３位　和歌山県（153ha）
・主な産地 八女市、みやま市、うきは市

（花など） 洋ラン類（切り花）の作付面積、出荷量
13.5ha
263万本

128ha
1,540万本

10.5
17.1

3
1

2017年
花き生産出荷統計
（農林水産省）

・１位　徳島県（25.4ha）　２位　沖縄県（15.1ha）
・２位　徳島県(210万本）　３位　沖縄県（149万本）
・主な産地 八女市、糸島市

きく（切り花）出荷量 9,660万本 150,400万本 6.4 3 2017年
花き生産出荷統計
（農林水産省）

・１位　愛知県（46,420万本）　２位　沖縄県（28,370万本）
・主な産地　八女市、広川町、糸島市

ガーベラ（切り花）作付面積、出荷量
12ha

2,160万本
90ha

15,770万本
13.3
13.7 2 2017年

花き生産出荷統計
（農林水産省）

・１位　静岡県(28.2ha）　３位　千葉県（10.7ha）
・１位　静岡県（6,200万本）　３位　和歌山県（1,500万本）
・主な産地　広川町、大川市、八女市

洋ラン類（鉢もの類）収穫面積、出荷量
18.5ha
117万鉢

190ha
1,470万鉢

9.7
8.0

2
3

2017年
花き生産出荷統計
（農林水産省）

・１位　愛知県(47.3ha）　３位　埼玉県（11.3ha）
・１位　愛知県(354万鉢）　２位　熊本県（169万鉢）
・主な産地　糸島市、久留米市、朝倉市

ばら(切り花)作付面積 19ha 336ha 5.7 3 2017年
花き生産出荷統計
（農林水産省）

・１位　愛知県(48.9ha）　２位　静岡県（34.3ha）
・主な産地　福岡市、糸島市、うきは市

トルコギキョウ(切り花)作付面積、出荷量
39.8ha
916万本

434ha
10,100万本

9.2
9.1 3 2017年

花き生産出荷統計
（農林水産省）

・１位　長野県（48.2ha)　２位　熊本県(46.5ha）
・１位　長野県（1,330万本）　２位　熊本県（1.210万本）
・主な産地　宮若市、糸島市

種苗・苗木類等産出額 63億円 731億円 8.6 1 2017年
生産農業所得統計
（農林水産省）

・庭木、街路樹、くだものの苗など
・２位　愛媛県（48億円）　３位　北海道（43億円）

一番茶価格（普通煎茶） 3,507円/kg 2,255円/kg － 1 2017年
茶生産流通実態調査
（全国茶生産団体連合会）

・２位　京都府(3,253円）
　３位　埼玉県（2,335円） ※主産県での比較
・主な産地：八女市

い草作付面積 10ha 578ha 1.7 2 2017年
農林水産統計
（農林水産省）

・１位　熊本県（568ha）
・主な産地　柳川市、大川市、大木町

（林産物） たけのこ生産量 5,563t 23,582t 23.6 1 2017年
特用林産基礎資料
(林野庁）

・２位　鹿児島県（5,427t）　３位　熊本県（3,738ｔ）
・主な産地：八女市、みやま市、北九州市

木ろう生産量 10t 15t 67.5 1 2017年
特用林産基礎資料
(林野庁）

・はぜの木からできる和ろうそくの原料。化粧品や医薬品
などにも使用されている。
・２位　愛媛県（5ｔ）
・主な産地　みやま市

竹炭生産量 312t 526t 59.4 1 2017年
特用林産基礎資料
(林野庁）

・２位　山口県（51t）　３位　熊本県（21t）
・主な産地：八女市

えのきたけ生産量 4,716t 135,745t 3.5 3 2017年
特用林産基礎資料
(林野庁）

・１位　長野県(86,712ｔ）　２位　新潟県（20,025ｔ）
・主な産地　大木町、大牟田市、福岡市

ぶなしめじ生産量 13,596t 117,712t 11.6 3 2017年
特用林産基礎資料
(林野庁）

・１位　長野県(49,733ｔ）　２位　新潟県（21,366ｔ）
・主な産地　八女市、大木町

まいたけ生産量 3,776t 47,739t 7.9 3 2017年
特用林産基礎資料
(林野庁）

・１位新潟県（29,853ｔ）　２位　静岡県（5,337ｔ）
・主な産地　久留米市

ひらたけ生産量 583t 3,828t 15.2 3 2017年
特用林産基礎資料
(林野庁）

・１位新潟県（1,428ｔ）　２位　長野県（653ｔ）
・主な産地　広川町

まだい漁獲量 1,621ｔ 15,343t 10.6 2 2017年
漁業・養殖業生産統計
（農林水産省）

・1位　長崎県（2,122ｔ）　３位　愛媛県（1,311ｔ）

がざみ類漁獲量 247ｔ 2,232t 11.1 2 2017年
漁業・養殖業生産統計
（農林水産省）

・１位　宮城県（714ｔ）　３位　愛知県（219ｔ）

のり養殖生産額 166億円 896億円 18.5 3 2017年 乾海苔共販漁連共販実績
（全国漁連のり事業推進協議会）

・１位　佐賀県（242億円）
・２位　兵庫県（187億円）

製造業
製造品出荷金額（食料品製造業）
　　海藻加工品

　　　百万円

26,023
　　　　百万円

303,944
8.6 2 2016年

工業統計調査
（経済産業省）

工業統計調査は、従業者4人以上の事業所が対象。
・１位　三重県(27,520百万円）

統計でみる － 福岡県の全国ベスト3

区分 事項名
データ

調査年 調査等の名称
（データ入手先等）

備　　　考
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福岡県 全国 ｼｪｱ(%) 順位

統計でみる － 福岡県の全国ベスト3
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製造品出荷金額（家具・装備品製造業）
　 ① たんす
　 ② 木製棚、戸棚
　 ③ 木製音響機器用キャビネット

百万円

　5,193
  17,401
   1,780

　　　　　百万円

　23,063
116,171
　3,898

22.5
15.0
45.7

1 2016年
工業統計調査
（経済産業省）

製造品出荷金額（ゴム製品製造業）
　　ゴム底布靴

百万円

 4,767
　　　　　百万円

10,162
46.9 1 2016年

工業統計調査
（経済産業省）

製造品出荷金額（生産用機械器具製造業）
　　① 金属圧延用ロール
　　② ﾛﾎﾞｯﾄ、同装置の部分品・取付具・附属品

百万円

22,969
55,407

百万円

  66,203
168,699

34.7
32.8

1
1

2016年
工業統計調査
（経済産業省）

製造業
製造品出荷金額（電気機械器具製造業）
　　その他の配電盤・電力制御装置

　　　　百万円

17,169
　　　　百万円

167,507
10.2 2 2016年

工業統計調査
（経済産業省）

・１位　茨城県（17,795百万円）

製造品出荷金額（その他の製造業）
　　花むしろ、ござ

　　　　百万円

338
　　　　百万円

563
60.0 1 2016年

工業統計調査
（経済産業省）

製造品出荷額（窯業・土石製品製造業）
　　衛生陶器（附属品を含む）

百万円

5,075
   百万円
72,249

7.0 3 2016年
工業統計調査
（経済産業省）

・１位　愛知県（39,424百万円）
・２位　滋賀県（17,948百万円）

製造品出荷額（金属製品製造業）
     ①金属製管継手
　　②その他のボルト・ナット等関連製品

百万円
29,827
14,070

百万円
260,733
120,770

11.4
11.7

3
1

2016年
工業統計調査
（経済産業省）

①１位　大阪府（47,758百万円）
　 ２位　兵庫県（32,518百万円）

製造品出荷額（輸送用機械器具製造業）
　普通乗用車（気筒容量2000mlを超えるも
の）

百万円

2,176,099
　　　　　百万円

10,613,981
20.5 2 2016年

工業統計調査
（経済産業省）

・１位　愛知県（3,898,419百万円）

製造品出荷金額（その他の製造業）
　　①ちょうちん(骨を含む）
　  ②節句人形、ひな人形

　　　　百万円

3,145
1,236

百万円
 8,355
11,155

37.6
11.1 2 2016年

工業統計調査
（経済産業省）

①１位　岐阜県（3,597百万円）
②１位　埼玉県（4,707百万円）

しょうゆ・食用アミノ酸製造業事業所数 52事業所 646事業所 8.0 1 2016年
工業統計調査
（経済産業省）

精米・精麦業事業所数 22事業所 376事業所 5.9 2 2016年
工業統計調査
（経済産業省）

・１位　新潟県（24事業所）

木製家具製造業（漆塗りを除く）事業所数 355事業所 4,616事業所 7.7 1 2016年
工業統計調査
（経済産業省）

畳製造業製造品出荷額、事業所数
2,682百万円
41事業所

38,505百万円
519事業所

7.0
7.9

2
1

2016年
工業統計調査
（経済産業省）

・１位　岡山県（5,296百万円）

許可を要する主な食品関係営業施設数
　醤油製造業

102施設 1,687施設 6.0 1 2017年度
衛生行政報告例
（厚生労働省）

・２位　広島県（73施設）　３位　千葉県(59施設)

許可を要する主な食品関係営業施設数
　食品の冷凍又は冷蔵業

524施設 11,174施設 4.7 3 2017年度
衛生行政報告例
（厚生労働省）

・１位　北海道（1,446施設）　２位　兵庫県（810施設）

許可を要する主な食品関係営業施設数
　そうざい製造業

1,654施設 39,859施設 4.1 3 2017年度
衛生行政報告例
（厚生労働省）

・１位　北海道（2,598施設）　２位　東京都（1,948施設）

運輸
博多港
外国航路の年間乗降客数

2,090千人 9,647千人 21.7 1 2017年
港湾統計（年報）
（国土交通省）

・２位長崎県(1,539千円)　　３位沖縄県(969千人)
・1993年から25年連続で日本一

博多港
クルーズ船寄港回数

279回 2,928回 9.5 1
2018年
速報

国土交通省調べ

・外国船社及び日本船社運行クルーズ船の寄港回数
・２位　那覇港（243回）　３位　長崎港（220回）
・外国船社運行のｸﾙｰｽﾞ船のみの寄港回数も263回で全国
1位

貿易 鉄道レールの輸出量、輸出価額（戸畑港）
406,990ｔ
32,068百万円

479,884t
37,536百万円

84.8
85.4 1 2017年

貿易統計
（財務省）

・38年連続1位
・主な輸出先：アメリカ、カナダ、ブラジル

タイヤの輸出量、輸出価額（博多港）

11,850千本
297,250t
139,026百万

円

45,375千本
1,091,255t
543,558百万

円

26.1
27.2
25.6

1 2017年
貿易統計
（財務省）

・２位　名古屋港（11,312千本）
　３位　仙台塩釜港（8,675千本）
・２位　名古屋港（173,138t）
　３位　門司港（141,019t）
・２位　門司港（85,431百万円）
　３位　名古屋港（80,127百万円）
・主な輸出先：アメリカ、アラブ首長国連邦、サウジアラビ
ア、ベルギー

偏光板及びTACフィルムの輸出量（博多港） 16,251ｔ 66,979t 24.3 2 2017年
貿易統計
（財務省）

・液晶パネルに使用
・1位　神戸港（17,834ｔ）　３位　関西空港（8,940ｔ）
・主な輸出先：韓国、台湾、中国

いちごの輸出量、輸出価額（福岡空港）
291ｔ

639百万円
889t

1,799百万円
32.7
35.5 2 2017年

貿易統計
（財務省）

・１位　関西空港（361ｔ、681百万円）
・主な輸出先：香港

かんしょの輸出量、輸出価額（博多港）
828t

282百万円
2,651t
971百万円

31.2
29.1

1
2

2017年
貿易統計
（財務省）

・２位　神戸港（784ｔ）　３位　東京港（509t）
・１位　神戸港（294百万円）　３位　東京港（184百万円）
・主な輸出先：香港

鳥卵の輸出量、輸出価額（博多港）
1,081t
293百万円

3,889t
1,021百万円

27.8
28.7 2 2017年

貿易統計
（財務省）

・1位　広島港（1,449t）　３位　大阪港(359t)
・1位　広島港（327百万円）　３位　大阪港(106百万円)
・主な輸出先：香港

ぶりの輸出量、輸出価額（博多港）
4,987t

8,607百万円
7,586t

12,978百万円
65.7
66.3 1 2017年

貿易統計
（財務省）

・冷凍したフィレ
・２位　松山港（1,015ｔ、1,664百万円）
・３位　鹿児島港（812ｔ、1,359百万円）
・主な輸出先：アメリカ

焼酎の輸出量（門司港）、輸出価額（博多港）
294,325L
183百万円

2,297,015L
1,537百万円

12.8
11.9 3 2017年

貿易統計
（財務省）

・１位　神戸港（701,885L、527百万円）
 ２位　東京港（314,388L、242百万円）
・主な輸出先：中国

産業用ロボットの輸出価額(門司港） 21,927百万円
247,480百万

円
8.9 3 2017年

貿易統計
（財務省）

・１位　東京港(81,153百万円）
 ２位　横浜港（51,063百万円）
・主な輸出先：中国、アメリカ、韓国

ボンレスビーフの輸出量、輸出価額（福岡空
港）

444ｔ
3,569百万円

2,705t
19,144百万円

16.4
18.6 1 2017年

貿易統計
（財務省）

・骨付きでない牛肉(生鮮のもの、冷蔵したもの、冷凍したもの)

・２位　羽田港（385ｔ） 3位　横浜港（363t）
・２位　横浜港（2,758百万円）　３位　羽田港（2,639百万円）
・主な輸出先：香港、アメリカ
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きのこの輸出量、輸出価額(博多港）
476t

219百万円
1,079t
360百万円

44.1
61.0 1 2017年

貿易統計
（財務省）

・生鮮のもの及び冷蔵したもの
・２位　横浜港（307t）　３位　名古屋港（183ｔ）
　２位　神戸港（33百万円）　３位　横浜港（30百万円）
・主な輸出先：台湾、香港

金属製品の輸出量 1,019,210t 2,940,828t 34.7 1 2017年
港湾統計（年報）
（国土交通省）

・うち北九州港が982,887ｔで全国シェア33.4%
・２位　兵庫県（573,203ｔ）　３位　東京都(289,632ｔ）
・主な輸出先：アメリカ、メキシコ、タイ

窯業品の輸出量 1,322,314t 4,232,859t 31.2 2 2017年
港湾統計（年報）
（国土交通省）

・うち苅田港が1,267,302ｔで全国シェア29.9%
・１位 山口県（1,592,889ｔ） ３位 兵庫県（255,035t）
・主な輸出先：オーストラリア、香港、ブルネイ

ゴム製品の輸出量 1,800,950t 5,567,812t 32.3 1 2017年
港湾統計（年報）
（国土交通省）

・うち博多港が1,395,959ｔで全国シェア25.1%
・２位　愛知県（1,165,808t） ３位　神奈川県（858,924ｔ）
・主な輸出先：韓国、中国、アメリカ

雇用・労働 都道府県知事部局職員　障害者雇用率 3.45% － － 2 2018年
障害者雇用状況
（厚生労働省）

・法定雇用率：2.5％
・１位　大阪府(3.61%）　３位　鳥取県（3.21%）

女性社長率 15.40% 13.04% - 3 2017年 （株）東京商工リサーチ
・東京商工リサーチの480万社（個人企業含む）の経営者
情報のうち女性社長の割合。
・１位　沖縄県（20.80%）　・２位　大分県（15.51%）

生活・福祉・医療
企業参加型の子育て応援事業
「子育て応援の店」登録店舗数

21,657店舗 － － 2
2018.11月
末現在

福岡県調べ
・１位　埼玉県（22,718店舗）
・３位　大阪府（11,570店舗）

１世帯当たり
即席めんの購入数量（北九州市）

3,399ｇ 2,643ｇ － 3 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

※家計調査は、都道府県単位ではなく、都道府県庁所在
市及び政令指定都市ごとに集計を行っている。

１世帯当たり
たらこの購入数量、支出金額（福岡市）

6,985円
1,830ｇ

2,343円
719ｇ

－ 1 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

・支出金額(北九州市)全国第２位(5,463円)
・購入数量(北九州市)全国第３位(1,506ｇ)

１世帯当たり
鶏肉の支出金額(福岡市）

18,992円 15,471円 － 2
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
鶏肉の購入数量(福岡市）

20,054ｇ 16,084ｇ － 1
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
風味調味料への支出金額（福岡市）

3,417円 2,335円 － 1
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

・支出金額(北九州市)全国第２位(3,019円)

１世帯当たり
さしみ盛合わせへの支出金額(北九州市）

8,200円 5,008円 － 2 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
いわしの支出金額(北九州市）

1,311円 638円 － 3 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
いわしの購入数量(北九州市）

1,397ｇ 756ｇ － 2 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
さばの支出金額(北九州市）

1,496円 1,004円 － 3 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
他の鮮魚の支出金額(北九州市）

9,969円 6,999円 － 2 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

※まぐろ、あじ、いわし、かつお、かれい、さけ、さば、さん
ま、たい、ぶり、いか、たこ、えび、かに以外の鮮魚

１世帯当たり
かき（貝）の購入数量(北九州市）

870ｇ 486ｇ － 2
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
じゃがいもへの支出金額(北九州市）

3,401円 2,777円 － 3
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
ごぼうへの支出金額(北九州市）

1,507円 1,139円 － 2
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
キャンデーへの支出金額(北九州市）

2,453円 2,115円 － 3
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
緑茶・紅茶以外の茶葉の購入数量(福岡市）

1,724ｇ 1,062ｇ － 1
2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

１世帯当たり
外食（他の麺類）の支出金額(福岡市）

4,127円 2,256円 － 1 2015-17年
平均

家計調査
（総務省統計局）

※日本そば・うどん、中華そば以外の麺類

人口10万人当たり歯科医師数
（医療施設従事者）

101.9人 80.0人 － 3 2016年
医師・歯科医師・薬剤師調
査　（厚生労働省）

・１位　東京都（118.2人）　２位　徳島県（103.1人）

人口10万人当たり歯科診療所数 60.6施設 54.1施設 － 3 2017年
医療施設(動態)調査　（厚
生労働省）

・１位　東京都(77.5施設）　２位　大阪府（62.4施設）

人口10万人当たり年齢調整死亡率　心疾患
　男
　女

42.3
23.9

65.4
34.2

－ 1 2015年
人口動態統計特殊報告
（厚生労働省）

・男　２位　佐賀県（50.2）
・女　２位　富山県（27.3）

救急自動車による病院収容所要時間（分） 30.7分 39.3分 - 2 2017年
救急・救助の現況
（消防庁）

・１位　富山県（30.5分）　３位　沖縄県（31.9分）

市町村埋蔵文化財専門職員数 275名 3,822名 7.2 1 2017年度
埋蔵文化財担当専門職員
等の状況調査
（文化庁）

・２位　大阪府（196人）　３位　埼玉県（182人）

埋蔵文化財専門職員数 295名 5,647名 5.2 1 2017年度
埋蔵文化財担当専門職員
等の状況調査
（文化庁）

・２位　大阪府（261人）　３位　埼玉県（245人）

国指定史跡名勝天然記念物数 123件 3,142件 3.9 3
2018.12.1
現在

文化庁ホームページ ・１位　奈良県（146件）　２位　京都府（139件）

文化・
国際交流
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福岡県 全国 ｼｪｱ(%) 順位
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データ

調査年 調査等の名称
（データ入手先等）

備　　　考

国際会議開催件数 436件 3,313件 － 2 2017年
国際会議統計
（日本政府観光局
（JNTO））

・１位　東京都（631件）　３位　兵庫県（422件）

外国人留学生数 19,296人 298,980人 6.5 3 2018年
日本学生支援機構
（JASSO）

・１位　東京都（114,833人）　２位　大阪府（24,751人）

エネルギー 太陽光発電設備設置校数（公立小・中学校） 555校 9,022校 6.2 1
2018.5.1
現在

再生可能エネルギー設備
等の設置状況に関する調
査 （文部科学省）

・２位 埼玉県（516校）　３位 東京都（509校）

再生可能エネルギー固定価格買取制度に基
づき新規導入されたメガソーラー発電設備の
件数、容量（運転開始済み分）

321件
705,599kW

6,014件
13,844,468kW

5.3
5.1 3

2018.3月
末現在

都道府県別認定・導入量
(資源エネルギー庁)

・メガソーラーとは「出力1,000kW(1MW)以上の太陽光発電所」のこ

と。

・１位　茨城県（479件）　２位　千葉県（372件）
・１位　茨城県（1,045,751ｋＷ）  ３位　北海道（770,982ｋＷ）

その他 経営革新計画承認件数 5,785件 72,824件 7.9 2
2018.3月
末現在

各経済産業局調査

・中小企業等経営強化法に基づき、中小企業者が作成する新商品
の開発や新たなｻｰﾋﾞｽ展開などの取組と具体的な数値目標を含ん
だビジネスプラン「経営革新計画」を都道府県に申請し、承認を受
けることにより、政府系金融機関の低利融資、信用保証の特例、
課税の特例等の支援措置の対象となる。

・１位　東京都（7,820件）　３位　静岡県（5,784件）

市区町村の審議会等委員に占める女性の割
合

31.4% 26.1% － 1 2017年 内閣府調査 ・２位　鳥取県（31.2%)　３位　滋賀県（30.8%)

中高一貫教育を 「併設型」 で行う中学校数 27校 489校 5.5 3
2018..5.1
現在

学校基本調査
（文部科学省）

・１位　東京都（127校）　２位　神奈川県（33校）
※　「併設型」 とは、学校教育法第71条の規定により、
　高等学校入学者選抜を行わずに、同一の設置者に
　よる中学校と高等学校を接続する形態をいう。

中高一貫教育を 「併設型」 で行う高等学校数 27校 490校 5.5 3
2018.5.1
現在

学校基本調査
（文部科学省）

・１位　東京都（128校）　２位　神奈川県（33校）
※　「併設型」 とは、学校教育法第71条の規定により、
　高等学校入学者選抜を行わずに、同一の設置者に
　よる中学校と高等学校を接続する形態をいう。
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